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盤

評

山
我
哲
雄
訳

　
　
『
出
エ
ジ
プ
ト
記

柊

レ
ビ
記
』

曉
　
生

　
本
書
は
岩
波
版
旧
約
聖
書
翻
訳
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
巻
で
あ
る
。

出
エ
ジ
プ
ト
記
の
物
語
部
分
で
あ
る
一
～
2
4
章
、
3
2
～
3
4
章
の
翻

訳
は
木
幡
藤
子
氏
、
祭
儀
法
部
分
で
あ
る
2
5
～
3
！
章
、
3
5
～
4
0
章

は
山
我
哲
雄
氏
の
翻
訳
で
あ
り
、
レ
ビ
記
は
す
べ
て
山
我
哲
雄
氏

の
翻
訳
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
北
海
道
基
督
教
学
会
編
集
委
員
会
の

依
頼
に
し
た
が
っ
て
虜
我
哲
雄
氏
の
翻
訳
部
分
に
限
っ
て
書
評
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

　
訳
者
の
担
当
す
る
翻
訳
箇
所
は
、
そ
の
大
部
分
が
祭
司
文
書
で
、

＝
般
に
総
員
文
書
の
文
体
は
、
綱
定
的
・
画
一
約
な
表
現
の
繰

り
返
し
が
多
く
、
ま
た
晦
渋
か
つ
無
味
乾
燥
で
、
饒
雪
で
園
り
く

ど
い
表
現
に
満
ち
て
お
り
、
非
常
な
悪
文
で
あ
る
と
書
わ
れ
る
」

（門

激
r
記
　
解
説
」
4
2
5
～
4
2
6
頁
）
そ
れ
ゆ
え
、
祭
司
文

書
の
翻
訳
に
は
誰
し
も
困
難
を
感
じ
る
わ
け
で
、
訳
者
は
「
た
と

え
本
書
の
翻
訳
部
分
が
非
常
に
読
み
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
全
て
が
訳
者
の
力
不
足
の
せ
い
だ
け
で
は
な
い
こ
と

に
も
読
者
諸
氏
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
し

（
4
2
6
頁
）
と
需
う
。
レ
ビ
記
2
0
章
2
節
の
脚
注
四
で
「
ま
わ

り
く
ど
い
訳
文
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
原
文
そ
の
も
の
が
ま
わ
り

く
ど
い
。
〕
（
3
3
6
頁
）
と
訳
巷
が
言
う
の
も
ゆ
え
な
し
と
し
な

い
。

　
訳
語
に
関
し
て
、
訳
者
は
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
、
た
と
え
ば
、

「
タ
ハ
シ
ュ
」
と
い
う
不
明
な
語
一
新
共
同
一
で
は
「
じ
ゅ
ご
ん
」

一
は
そ
の
ま
ま
「
罪
質
シ
ュ
」
（
出
b
。
㎝
”
q
＞
と
し
、
補
注
で

…、

?
棲
動
物
の
名
で
、
正
確
に
何
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
し

ば
し
ば
ジ
ュ
ゴ
ン
、
も
し
く
は
イ
ル
カ
と
解
さ
れ
る
偏
と
説
明
す

る
。
ま
た
、
新
共
阿
訳
で
「
重
い
皮
膚
病
」
と
訳
さ
れ
る
「
ツ
ァ
ー

ラ
ア
ト
」
も
原
語
の
ま
ま
「
ツ
ァ
ー
ラ
ア
ト
」
（
レ
ビ
ー
3
～
1
4
章
）

と
し
、
補
注
で
そ
の
理
由
を
解
説
す
る
が
、
こ
れ
は
他
に
例
を
見

な
い
訳
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
脚
注
は
懇
切
丁
寧
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
ふ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
城
壁
の
あ
る
町
」
（
レ
ビ
記
卜
。
α
”
ω
O
）
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は
マ
ソ
ラ
本
文
で
は
「
城
壁
の
な
い
町
」
で
あ
る
が
、
「
2
9
節
の

内
容
や
七
十
人
諸
等
に
従
っ
て
こ
う
訳
す
。
発
音
の
似
て
い
る

『
そ
れ
に
（
ロ
ー
ご
が
『
な
い
（
ロ
ー
ご
と
誤
記
さ
れ
た
も
の
」

（
3
7
1
頁
、
脚
注
十
）
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
編
集
者
の
加
筆

の
可
能
性
に
も
ふ
れ
（
レ
ビ
b
。
”
。
。
の
脚
注
八
な
ど
）
、
あ
る
時
は

七
十
人
訳
や
、
サ
マ
リ
ア
五
書
、
さ
ら
に
は
ペ
シ
ッ
タ
を
参
照
す

る
が
（
レ
ビ
。
。
H
。
。
の
脚
注
七
）
、
あ
る
時
は
七
十
入
訳
や
ウ
ル
ガ
ー

タ
が
原
文
を
「
改
訂
漏
し
て
い
る
と
す
る
（
レ
ビ
ω
”
ω
の
脚
注
八

な
ど
）
。

　
出
エ
ジ
プ
ト
記
2
5
章
9
節
の
翻
訳
「
宿
り
場
扁
の
脚
注
で
は
、

「
原
語
ミ
シ
ュ
カ
ー
ン
。
『
宿
る
（
シ
ャ
ー
カ
ン
）
と
い
う
動
詞
の

派
生
語
で
、
騨
会
見
の
幕
屋
』
の
別
名
。
こ
の
動
詞
は
恒
久
的
な

定
住
で
は
な
く
、
天
幕
な
ど
を
薦
い
た
一
時
的
な
滞
在
を
表
現
す

る
」
と
説
明
す
る
。
ロ
語
訳
、
新
共
同
訳
で
は
「
幕
屋
」
と
訳
さ

れ
て
い
る
語
で
あ
る
が
、
一
時
的
な
滞
在
の
場
所
で
あ
る
ゆ
え
に

「
宿
り
場
」
と
区
別
し
て
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
評
者
に
は
「
宿
り
場
」
と
雷
う
B
本
語
が
今
ひ
と
つ
し
っ
く

り
と
こ
な
い
感
じ
で
、
神
学
的
な
意
味
合
い
を
も
つ
語
を
い
か
に

和
訳
す
る
か
、
む
つ
か
し
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
原
文
を
原
文
通
り
訳
す
場
合
、
た
と
え
ば
「
『
…
果
し

て
そ
れ
が
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
欝
に
よ
い
こ
と
に
映
っ
た
で
し
ょ
う
か
』
。

モ
ー
セ
は
こ
れ
を
聞
い
た
。
そ
れ
は
、
彼
の
目
に
は
よ
い
こ
と
に

映
っ
た
」
（
レ
ビ
一
〇
二
⑩
凸
O
）
の
脚
注
一
五
で
は
「
最
後
の
一
句

の
意
味
は
や
や
曖
昧
で
あ
る
。
こ
こ
で
あ
え
て
直
訳
し
た
『
…

の
目
に
よ
い
こ
と
に
映
る
臨
と
い
う
表
現
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
は

通
常
、
事
柄
へ
の
賛
同
や
承
認
を
意
味
す
る
。
…
」
（
2
7
4
頁
）

と
記
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
何
故
こ
の
よ
う
に
原
文
通
り
に
訳
し
た

か
を
説
明
し
て
い
る
が
、
評
者
も
基
本
的
に
は
な
る
べ
く
原
文
通

り
に
訳
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
る
者
で
、
た
と
え
ば
、
出
来
割
礼

の
心
」
（
レ
ビ
ト
。
⑪
”
禽
）
は
脚
注
八
で
「
繊
れ
た
心
、
頑
な
心
の

意
味
偏
（
3
8
3
頁
）
と
説
明
さ
れ
、
そ
れ
は
4
2
節
の
ア
ブ
ラ
ハ

ム
と
の
契
約
の
関
係
が
あ
る
の
で
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
レ
ビ
記
1
9
章
1
8
節
（
マ
コ
冨
一
鱒
。
。
～
逡
他
）
は
有
名
な
隣
人
愛

の
教
え
の
箇
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
訳
者
は
「
［
む
し
ろ
］
あ
な

た
は
、
あ
な
た
の
隣
人
に
対
し
、
あ
な
た
自
身
と
同
じ
よ
う
な
者

と
し
て
友
愛
を
も
っ
て
接
し
な
さ
い
。
偏
と
翻
訳
す
る
。
理
由
と

し
て
「
原
文
の
正
確
な
意
味
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
」
と
し

つ
つ
も
、
門
文
型
か
ら
は
、
『
あ
な
た
n
自
身
］
の
よ
う
に
（
カ
モ
i

一35一



ハ
1
ご
と
い
う
語
は
、
『
自
分
自
身
を
愛
す
る
よ
う
に
隣
人
を
愛

し
な
さ
い
隔
（
新
共
同
訳
）
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
隣

人
を
自
分
と
同
等
の
も
の
と
し
て
扱
う
よ
う
に
述
べ
た
も
の
に
見

え
る
（
原
文
に
は
『
愛
す
る
』
と
い
う
動
詞
は
一
つ
し
か
な
い
／
）
」

と
言
い
、
さ
ら
に
3
4
節
と
の
並
行
関
係
や
、
前
置
詞
が
「
エ
ト
偏
で

は
な
く
、
「
レ
」
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
（
3
3
1
頁
、
脚
注
一
三
）

確
か
に
動
詞
ア
ハ
ブ
（
愛
す
る
）
は
前
置
調
と
し
て
「
エ
ト
」
を
取

る
こ
と
が
多
く
、
（
創
霧
”
卜
Q
O
O
“
b
」
O
　
一
〇
〇
“
サ
ム
下
一
り
“
刈
等
々
）
、

た
だ
前
置
詞
を
取
ら
な
い
場
合
も
あ
り
、
申
註
記
！
0
章
1
8
節
の

「
寄
留
者
を
愛
し
て
」
（
新
羅
同
工
）
に
は
前
置
詞
「
エ
ト
」
が
な

く
、
1
9
節
の
「
寄
留
者
を
愛
し
な
さ
い
」
（
同
）
に
は
「
エ
ト
一

が
あ
る
と
い
っ
た
旦
ハ
合
で
あ
る
。
サ
ム
エ
ル
記
上
！
8
章
1
節
に
は

ケ
レ
…
の
問
題
を
か
か
え
つ
つ
も
、
「
ヨ
ナ
タ
ン
は
自
分
自
身
の

よ
う
に
ダ
ビ
デ
（
口
彼
）
を
愛
し
た
」
（
薪
共
同
訳
）
と
い
う
文

章
が
あ
り
、
こ
こ
の
「
自
分
自
身
の
よ
う
に
」
は
ク
（
巨
よ
う
に
）

・
ナ
プ
シ
ョ
ー
（
彼
の
ネ
フ
ェ
シ
ュ
）
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
新

約
聖
書
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
（
じ
。
鵡
蹄
。
。
。
。
o
σ
q
o
a
訳
）
で
は
マ
タ
イ
ト
。
b
。

”
心
O
、
マ
ル
コ
お
”
ω
｝
で
は
レ
ビ
記
の
よ
う
に
前
置
詞
「
レ
」
を

使
う
が
、
ル
カ
お
　
卜
。
刈
で
は
前
置
詞
「
エ
ト
］
を
用
い
て
い
る
。

レ
ビ
記
1
9
章
1
8
節
の
翻
訳
は
、
訳
者
の
こ
れ
ら
の
指
摘
以
外
に
も
、

！
7
、
1
8
節
と
の
文
脈
と
の
関
係
も
考
慮
に
入
れ
て
考
え
る
べ
き
で

あ
り
、
ま
た
隣
人
が
誰
を
さ
す
の
か
も
定
義
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ

う
。
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
山
我
氏
の
当
該
箇
所
の
翻
訳
は
我
々

に
大
き
な
課
題
を
提
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
い
く
つ
か
気
づ
い
た
点
を
取
り
上
げ
て
み
た
が
、
そ
の

他
、
図
版
、
写
真
、
図
表
な
ど
が
豊
富
で
あ
り
、
読
者
の
理
解
を

助
け
る
も
の
と
し
て
あ
り
、
解
説
も
ま
た
供
犠
、
供
物
、
購
い
の

観
念
、
聖
、
俗
、
稼
れ
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い
て
便
利
で
あ
る
。

現
代
の
我
々
に
と
っ
て
は
、
や
や
退
屈
で
、
読
む
の
に
困
難
を
お

ぼ
え
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
2
5
～
3
1
章
、
3
5
～
4
0
章
、
レ
ビ
記
で
は
あ

る
が
、
訳
者
の
広
汎
な
知
識
の
説
明
で
～
た
と
え
ば
食
物
規
定

の
生
き
物
に
関
す
る
脚
注
な
ど
一
、
興
味
深
く
読
み
す
す
む
こ

と
が
で
き
る
翻
訳
で
あ
る
。
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